
証券コード：5912

神代橋（福岡県）

第2期 株主通信
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

人と技術を活かし、
社会基盤整備に貢献します。
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1 OSJB Holdings Corporation

Our Business Field

橋梁は建設目的や利用環境、建設地の地形などを踏まえて最適な
設計を行うため、使用材料の異なるいくつかの構造が存在します。
OSJBグループはコンクリート製橋梁に強みを持つオリエンタル白
石と鋼鉄製橋梁の建設を得意とする日本橋梁を傘下に擁し、それ
ぞれの分野で長年にわたって磨き上げてきた卓越した独自技術を
保有しています。これにより、コンクリート製、鋼鉄製だけでなく、
ふたつの組み合わせが必要とされる複合型橋梁など、橋梁建設に
おけるあらゆるニーズに対応することが可能となっています。

ニューマチックケーソン工法は「潜函工法」とも呼ばれ
ています。その名の通り、地上で構築したコンクリー
ト構造物（函）を、地中を掘削しながら沈めていく工法
で、長大橋梁の基礎やポンプ場など、数多くの地下施
設に活用されています。OSJBグループはこのニュー
マチックケーソンを初め
て日本に導入し、発展さ
せてきたパイオニアであ
り、世界最高の技術と施
工実績を誇っています。

コンクリート製橋梁 鋼鉄製橋梁 複合型橋梁

橋梁新設のあらゆるニーズに対応
コンクリート製・鋼鉄製橋梁建設

国内シェアNO.1
ニューマチックケーソン工法

コア技術

1
コア技術

2

私たちは、人と技術を活かし、
社会基盤整備に貢献します。
OSJBホールディングスが誇る専門性の高い4つのコア技術
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2OSJB Holdings Corporation

プレストレストコンクリートとは、プレ=あらかじめ、ストレ
スト= 圧力を入れた、コンクリートのことで、強度が高く
耐久性に富むことから、様々な構造物に利用されていま
す。また地震にも強いことから、 OSJBグループでは特に
安全性が重視される橋梁や鉄道、上下水道の貯水槽、公
共施設など大規模な建築物の建設に採用しています。
OSJBグループは1952年にプレストレストコンクリート工
法を国内に導入した業界屈指のリーディングカンパニーと
して同工法による施工技術の高度化を牽引しています。

OSJBグループは、橋梁や建築物の補修・補強分野において、
SLJスラブ工法やSTEP工法など、様々な新技術・新工法を自
社開発し、多数の特許を取得しています。日本ではいま、高
度成長期につくられた橋梁が建設から50年を経過し、補修・
補強工事の必要性が高まりつつあります。OSJBグループは高
度な独自技術・工法を駆使して、拡大する補修・補強ニーズ
に的確に対応していきます。

高耐久部材ＰＣ 日本国内のパイオニア
プレストレストコンクリート工法

特許取得技術115件　補修・補強もお任せ
自社開発による様々な独自工法

コア技術

3
コア技術

4

OSJBホールディングスが誇る専門性の高い4つのコア技術

ＯＳＪＢホールディングスグループは、人と技術を活かし、社会基盤整備を通じて、人々の夢と将来に貢献する
企業グループであり続けるとともに、企業価値の最大化を図ってまいります。
ここでは、現場の匠たちが研鑽してきた専門性の高い4つのコア技術をご紹介します。

STEP工法

高強度炭素繊維
グリットを用いた

モルタル増厚工法

ニッケル被覆炭素
繊維シートを用いた
電気防食工法

NAPPアンカー
工法

Kui Taishin−SSP
工法 PCウェル−リフレ工法

ピア−リフレ工法

SLJスラブ工法（鋼桁）
SCB工法（PC桁） RC・PCタンク

耐震補強工法

液状化対策
Air-des工法

ONR工法

鉄筋コンクリート
荷重
➡

引張力を受ける部分を
鉄筋で補強

ひびわれ

プレストレストコンクリート
荷重
➡

プレス
トレス

プレス
トレス

プレストレスを
導入して補強 ひびわれの制御が

自由にできる
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3 OSJB Holdings Corporation

当期の事業概況
　当期におけるわが国経済は、新興国経済の減速の影
響などから輸出や生産面において弱さが見られますが、
企業収益は高水準で推移しており、設備投資においては
緩やかな増加基調にあります。雇用・所得環境は着実な
改善を続けており、個人消費は一部に弱めの動きも見ら
れますが総じて底堅い動きとなっています。中国を始め
とする新興国や資源国に関する不透明感や年明け以降の
金融市場における不安定な動きは見られますが、景気は

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く

御礼申し上げます。

　ここに、当社第2期（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

の事業の概況等についてご報告させていただきますので、ご高覧

賜りますようお願い申し上げます。

基調として緩やかな回復を続けております。
　公共投資につきましては、国の一般会計予算において補
正予算措置が講じられ、補正後の公共事業関係費は前年
度を上回るものの、公共工事請負金額は前年比マイナス
が続いており、高水準ながら緩やかな減少傾向にあります。
　このような状況におきまして、当社グループ全体で受
注活動に取り組んだ結果、当期の受注高は、452億7千
1百万円（前期比0.5％減）となりました。各セグメント毎
では、建設事業はニューマチックケーソン工事、プレスト

代表取締役社長　井岡 隆雄

連
結
決
算
ハ
イ
ラ
イ
ト

48,519

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

44,30442,401

売上高（単位:百万円）

人と技 術 を 活 かし、
社 会 基 盤 整 備に貢 献します 。

経 営 理 念

トップメッセージ
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4OSJB Holdings Corporation

　売上につきましては、大きな工程の遅れもなく進捗が
順調に推移したこと、設計変更による追加受注の獲得な
どにより、売上高は485億１千９百万円（前期比9.5％増）
となりました。また、受注残高につきましては、上記の
受注および売上の状況により、401億２千５百万円（前期
比7.5％減）となりました。
　損益面では、建設事業の大型工事において利益率の
好転や設計変更による追加受注などにより、売上総利
益は77億７千２百万円（前期比57.6％増）、営業利益は
41億６千８百万円（前期比148.3％増）、経常利益は41
億８千２百万円（前期比143.6％増）となり、親会社株主に
帰属する当期純利益は33億５千万円（前期比178.0％増）
となりました。

レストコンクリートの新設橋梁工事、橋梁の補修補強工
事、一般土木工事、プレストレストコンクリートを用いた
建築工事、それぞれの分野においてバランスよく受注を
獲得することができました。鋼構造物事業においては大
型物件の受注を獲得し大きな伸びとなりました。

　当期の主要な受注は、以下のとおりであります。

4,168

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

1,678
1,204

営業利益（単位:百万円）

4,182

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

1,716
1,208

経常利益（単位:百万円）

3,350

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

1,205

2,803

親会社株主に帰属する当期純利益（単位:百万円）

建設事業
◦ ニューマチックケーソン工事
 中日本高速道路株式会社
  「東京外かく環状道路　中央ジャンクション南側ランプシールド

トンネル立坑工事」

◦ プレストレストコンクリートの新設橋梁工事
 西日本高速道路株式会社
  「高松自動車道　宮池橋他２橋（ＰC上部工）工事」

◦ 橋梁の補修補強工事
 西日本高速道路株式会社
  「中国自動車道（特定更新等）市川橋（上り線）他７橋床版取替

工事」

◦ 一般土木工事
 首都高速道路株式会社
  「高速横浜環状北西線港北地区下部・基礎工事」

鋼構造物事業
◦ 鋼構造の新設橋梁工事
 国土交通省九州地方整備局
  「福岡２０８号　早津江川橋上部工（Ｐ３−Ａ２）工事」
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5 OSJB Holdings Corporation

トップメッセージ

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
セグメント別概況

その他
　当連結会計年度より太陽光発電に
よる売電事業を開始しております。
売上高は7千1百万円、セグメント
利益（営業利益）は1千万円となりま
した。

鋼構造物事業
　当セグメントは、主に鋼構造の新
設橋梁工事であり、売上高は66億1
百万円（前期比4.6％増）、セグメン
ト利益(営業利益)は1億2千8百万円

（前期比181.1％増）となりました。

　当セグメントの売上高は418億4
千6百万円（前期比10.1％増）、セグ
メント利益(営業利益)は43億3百万
円（前期比127.1％増）となりました。

4,303

平成27年3月期 平成28年3月期

1,895

128

平成27年3月期 平成28年3月期

45

10

平成28年3月期

41,846

平成27年3月期 平成28年3月期

37,996

6,601

平成27年3月期 平成28年3月期

6,308

71

平成28年3月期

売上高（単位:百万円）

売上高 41,846百万円 営業利益 4,303百万円

営業利益 128百万円

営業利益 10百万円

売上高 6,601百万円

売上高 71百万円

売上高（単位:百万円）

売上高（単位:百万円）

営業利益（単位:百万円）

営業利益（単位:百万円）

営業利益（単位:百万円）

建設事業

オビラシケ川橋

竜の口橋りょう

西脇太陽光発電所

010_0672801302806.indd   5 2016/06/08   21:32:20



6OSJB Holdings Corporation

造物の補修補強に係る特殊工法などに経営資源を集中
させて経営基盤の強化を図ってまいります。
　当該状況を勘案し、次期の通期連結業績予想は、売
上高490億円、営業利益26億円、経常利益26億円、親
会社株主に帰属する当期純利益18億円としております。
　なお、業績予想につきましては、現在入手している
情報および合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異
なる可能性があります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の
ご支援、ご指導を賜りますよう お願い申し上げます。

　公共投資関連の市場におきましては、災害対策関連
事業、東京オリンピック開催に向けて見込まれる公共
投資に加え、全国的な高速道路の大規模更新事業やリ
ニア中央新幹線等の大型工事の展開を踏まえ、当面の
建設需要は底堅く推移する見通しです。一方、慢性的
な技能労働者の需給逼迫や、材料費労務費等の建設コ
ストの高騰は工事進捗や採算に大きく影響を与える可
能性があり、また企業間の受注獲得競争も引続き厳し
い状況が続いております。
　このような経営環境のもと、当社グループは受注量
確保と事業採算性向上のバランスを重要視し、高い技
術力に裏付けられた競争優位性を持つプレストレスト
コンクリート工法、ニューマチックケーソン工法、構

次期の見通し

平成28年3月期（実績） 前期比 平成29年3月期（予想） 前期比

売 上 高 48,519百万円 9.5% 増扌 49,000百万円 1.0% 増扌

営 業 利 益 4,168百万円 148.3% 増扌 2,600百万円 37.6% 減➡

経 常 利 益 4,182百万円 143.6% 増扌 2,600百万円 37.8% 減➡

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 3,350百万円 178.0% 増扌 1,800百万円 46.3% 減➡

1株当たり当期純利益 27.40円　　 — 14.72円　　 —

1 株 当たり配 当 金 6.00円　　 — 5.00円　　 —
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7 OSJB Holdings Corporation

事業会社（オリエンタル白石株式会社）

独自の工法と
特化技術で
社会基盤を創造する

　本工事を含む相馬福島道路は、常磐自動車道と
東北縦貫自動車道を結ぶ約４５㎞の自動車専用道路

（無料）であり、東日本大震災からの早期復興を図
るリーディングプロジェクトとして位置づけられてい
ます。本道路は復興支援道路として緊急整備が実施
されており、犬飼大橋が位置する霊山ＩC（仮称）～阿
武隈ＩC（仮称）間の１２㎞は平成２９年度の開通を目標
に工事が進められています。
　犬飼大橋は1本の橋脚からヤジロベイのように1ブ
ロックずつ腕を伸ばしていくＰC２径間連続Ｔラーメン
箱桁橋ですが、張出すブロック数が２５ブロックと非
常に多いことが特徴です。

契約工事名称 国道１１５号　犬飼大橋上部工工事
発 注 者 名 国土交通省　東北地方整備局　道路部
工 事 場 所 福島県伊達市月舘町布川
工 　 　 期 平成26年9月5日～平成28年3月28日
工 事 概 要 ＰC２径間連続Ｔラーメン箱桁橋
 橋長：173.0m　幅員：12.790m

犬飼大橋現 場 紹 介

張出施工終了・移動作業車解体

張出施工開始 張出施工終盤
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8OSJB Holdings Corporation

大いなる大地を舞台に展開する、土木や建築な
どのオリエンタル白石の事業。橋梁・容器・モ
ノレール・建築・物流ネットワークなど、人々
の暮らしを守る社会資本の建設は、培われた多
彩な技術の数々が息づいています。先を見つめ
る眼差しと、最新技術に挑むチャレンジ精神。
オリエンタル白石の技術は、自然と共存する豊
かな環境づくりをめざしています。

　本工事は、既設水道管のバックアツプ機能、耐震性能、災害時の応急給水を
目的として、藤井寺ポンプ場から泉北浄水池までの約21kmのうち、約3.3km
のバイパス送水管整備を行うものです。送水管は、泥土圧式シールド工にて一
次覆工を施工し、二次覆工として鋳鉄管φ2,000mmを布設します。
　シールド工は、泥土圧式シールド機(外径φ3,040mm)にて、一次覆工（鋼
製セグメント外径2,900mm）を土被りGL-20～34m、掘進距離約3,300m
を中間立坑無しの掘削ビット無交換にて掘進します。泥土圧式シールドの
3,300mビット無交換掘進は前例が無く、機械計画・選定には苦労しました。
一次覆工完了後、二次覆工としてセグメント内に鋳鉄管φ2,000mmを同距離
布設します。当工事はシールド工が目立ちますが、請負半分は他工種になりま
す。他工種は多種多様にわたり、建築構造物も含まれ、他企業協議・沿道調整
も多い都市土木工事になります。現在昼夜体制でシールド工を施工するととも
に、推進工施工範囲も施工中です。

商 号 オリエンタル白石株式会社
創  　  業 昭和27年（1952年）10月21日
資 本 金 5億円
従 業 員 数 648名
事 業 内 容 プレストレストコンクリートの建設工事、および

製造販売、ニューマチックケーソンの建設工事、
補修補強の建設工事、耐震補強建築工事の設計・
施工、建設資材の販売、太陽光による発電事業お
よびその管理・運営ならびに電気の供給、販売

所  在  地 東京都江東区豊洲五丁目6番52号
Ｕ  Ｒ  Ｌ http://www.orsc.co.jp/
代 表 者 代表取締役社長 井 岡　隆 雄

会社概要 （平成28年3月31日現在）

藤井寺ポンプ場全景

発進立坑

発進坑口

立坑内部

シールド坑内

契約工事名称 送水管布設工事（藤井寺長吉バイパス送水管・藤井寺市ほか）
発 注 者 名 大阪広域水道企業団
工 事 場 所 大阪府藤井寺市川北一丁目～大阪市平野区長吉川辺三丁目地内
工 　 　 期 平成26年3月24日～平成30年2月28日
工 事 概 要 工事延長L=3,595.0m　管布設工 鋳鉄管φ2,000mm（据付） L=3,406.8m　鋼

管φ2,000mm(据付) L=266.1mシールド工（泥土圧式） セグメント(鋼製)内径φ
2,694mm L=3,313.91m　弁室築造工 1式、推進工（推進管内径φ2,200mm) 
L=82.09m、開削工 L=168.49m上屋建築工 1式、排水管布設工 1式、付帯工 1式

藤井寺長吉バイパスシールド工事現 場 紹 介

発進基地
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9 OSJB Holdings Corporation

事業会社（日本橋梁株式会社）

架設完了

架設状況 夜間架設状況

会社概要 （平成28年3月31日現在）

商 号 日本橋梁株式会社
創  　  業 大正8年（1919年）7月7日
資 本 金 4,000万円
従 業 員 数 118名
事 業 内 容 橋梁等の鋼構造物の設計・

製作・架設工事
所  在  地 大阪府大阪市西区

江戸堀一丁目9番1号
代 表 者 代表取締役社長

坂 下　清 信

常に新しい技術と品質の向上に貢献

契約工事名称 中部横断宮原跨線橋上部工事
発 注 者 名 国土交通省　関東地方整備局
工 事 場 所 山梨県西八代郡市川三郷町宮原地先
工 　 　 期 平成26年10月24日～平成28年8月31日
工 事 概 要 鋼3径間連続非合成4主鈑桁橋
 橋　　長　：　126.0m
 支 間 長　：　33.5+57.0+33.5m
 幅 員　：　12.406～19.212m
 鋼　　重　：　525.8トン
 架設工法　：　トラッククレーンベント工法

　本工事は、中部横断自動車道新設にあたり西八代郡市川三郷
町宮原地先において、JR身延線を跨ぐ宮原跨線橋を製作・施工
する工事です。
　中部横断自動車は静岡県静岡市清水区の新清水JCTから長野
県小諸市の佐久小諸JCTに至る総延長約132kmの高速道路（高
速自動車国道）で、上信越自動車道と接続し太平洋側（静岡県静
岡市）と日本海側（新潟県上越市）を結ぶ路線と位置づけられてお
ります。

中部横断宮原跨線橋上部工事現 場 紹 介

ホームページのご案内
http://www.nihon-kyoryo.co.jp/ 
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OSJBグループ各社が携わった工事に対し、
発注者や各種団体からいただいた表彰実績の一部をご紹介いたします。

外部表彰

上：感謝状
左：竜の口橋りょう

上：表彰状
左：床版取替中の

上長房橋

上：表彰状
左：修繕後の水無橋

　国道41号は名古屋市～富山市を結ぶ一般国道です。高
山市一之宮町において、老朽化した「水無橋」の架け替え工
事を行いました。
　このたび、国土交通省中部地方整備局より「優良工事局
長表彰」および「優良技術者局長表彰」をいただきました。ま
た、高山国道事務所からも「社会貢献事務所長表彰」をいた
だきました。

オリエンタル白石株式会社

「平成25年度41号水無橋ＰＣ橋梁修繕工事」が中部地方整備局長表彰

オリエンタル白石株式会社

　中央自動車道（上り線）の八王子JCT～相模湖IC間に位置
する上長房橋の床版取替および上面増厚工事を実施しまし
た。床版取替は、車線規制および短期間での取替となること
から、現場での施工性に優れたSLJスラブを採用。また、上
面増厚は、一般的に用いられている鋼繊維補強超速硬コンク
リート（SFRC）にて施工を行いました。
　このたび、プレストレストコンクリート工学会よりＰC工学会
賞（施工技術部門）を受賞いたしました。

「中央自動車道上長房橋補強工事」がＰＣ工学会賞を受賞

日本橋梁株式会社

　仙台市地下鉄東西線は、仙台市太白区から同市若林区を
結ぶ地下鉄路線で、仙台駅で南北線やＪＲ東日本各線と乗り
換えできるようになっています。 
　当社は、仙台市の広瀬川に架かる「竜の口橋りょう」を施
工し、平成２６年４月に完成させています。
　このたび、仙台市長より、地下鉄の建設に多大な貢献を
したということで感謝状をいただきました。

仙台市地下鉄東西線の建設で仙台市長から感謝状を授与
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連結財務諸表

連結貸借対照表の概要

連結損益計算書の概要

POINT 1
流動資産は前期末に比べ0.4％減少し302億７千９百万
円となりました。これは主に設備投資等により現金及
び預金が30億２千８百万円減少したこと及び受取手
形・完成工事未収入金が19億２千６百万円、立替金が
８億９千６百万円増加したことなどによるものです。

流動資産

POINT 4
固定負債は前期末に比べ2.6％減少し44億７百万
円となりました。これは主に退職給付に係る負債が
１億１百万円減少したことなどによるものです。

固定負債

POINT 2
固定資産は前期末に比べ10.4％増加し96億４千４百万
円となりました。これは主に建設事業における工
事機器の新規導入により機械及び装置（純額）が
５億２千９百万円増加したこと及び投資有価証券が
５億６千５百万円増加したことなどによるものです。

固定資産

POINT 5
純資産は前期末に比べ10.6％増加し220億４千７百万
円となり、自己資本比率は55.2％となりました。

純資産

POINT 3
流動負債は前期末に比べ8.3％減少し134億６千９百万
円となりました。 これは、 主に未 成 工 事 受 入 金
が４億８千８百 万 円 減 少したこと及 び 未 払 金 が
４億８千４百万円減少したことなどによるものです。

流動負債

資産合計
39,924

負債純資産合計
39,924

前期末
平成27年
3月31日現在

当期末
平成28年
3月31日現在

前期末
平成27年
3月31日現在

当期末
平成28年
3月31日現在

資産合計
39,150

負債純資産合計
39,150

負債
19,208

負債
17,877

流動資産
30,413

固定資産
8,737

流動資産
30,279

固定資産
9,644

流動負債
14,684

流動負債
13,469

純資産
22,047

固定負債
4,523

固定負債
4,407

純資産
19,942

■ 前期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
■ 当期（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

売上高 売上総利益 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

48,519

44,304

7,772

4,930
4,168

1,678

4,182

1,716

3,350

1,205

（単位:百万円）

（単位:百万円）
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要

利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当
当社は、株主の皆様への安定した利益還元を経営における最重要課題の
ひとつと考え、安定した利益配当を継続して実施することを基本方針と
しております。当期業績等を総合的に勘案した結果、直近の配当予想の
普通配当１株当たり５円に、計画を上回る利益が確保できたことによる
特別配当１円を加えた、６円とさせていただきました。次期につきまし
ても、基本方針に従い当期と同額の５円を予定し、可能な限り株主の皆
様への利益還元に努めてまいります。

POINT 6
営業活動による資金の増加は2億1千6
百万円（前期比95.5％減）となりました。
これは主に税金等調整前当期純利益41
億２千３百万円がありましたが、売上債権
の増加24億１千５百万円及び立替金の増
加８億９千６百万円によるものです。

営業活動によるキャッシュ・フロー POINT 7
投資活動による資金の減少は21億7千3
百万円（前期比5.1％増）となりました。こ
れは主に有形固定資産の取得による支出
15億２千２百万円及び投資有価証券の取
得による支出５億７千６百万円によるもの
です。

投資活動によるキャッシュ・フロー POINT 8
財務活動による資金の減少は10億7千2
百万円（前期比50.5％減）となりました。
これは主に配当金の支払額４億８千９百万
円及び自己株式の取得による支出3億2
百万円によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー

■ 当期(累計)
 (平成27年4月1日～平成28年3月31日)

前期
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

現金及び
現金同等物の

期首残高
10,800

営業活動
による

キャッシュ・フロー
4,841

投資活動
による

キャッシュ・フロー
△2,067

財務活動
による

キャッシュ・フロー
△2,166

現金及び
現金同等物の

期末残高
11,408

当期
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

現金及び
現金同等物の

期首残高
11,408

営業活動
による

キャッシュ・フロー
216

投資活動
による

キャッシュ・フロー
△2,173

財務活動
による

キャッシュ・フロー
△1,072

現金及び
現金同等物の

期末残高
8,379

6.00
1.00

5.00

21.9

平成27年3月期 平成28年3月期

（予想）
5.00

（予想）
33.9

平成29年3月期

4.00

40.7

■ 前期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

■ 普通配当
■ 特別配当
　 配当性向

1株当たり配当金 （単位:円）／配当性向 （単位:%）

（単位:百万円）
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株主アンケート結果

　平成27年12月実施の「中間株主通信」に同封いたしました「株主アンケート」におきましては、数多くの株主様よりご回
答を頂戴いたしました。ご回答いただきました株主の皆様におかれましては、お忙しい中ご協力いただきまして、誠にあ
りがとうございました。厚く御礼申し上げます。
　なお、頂戴いたしました株主様からの貴重なご意見・ご要望等につきましては、今後の経営やIR活動等の参考にさせて
いただきたいと存じます。
　以下に、今回の「株主アンケート」の結果（概要）についてご報告させていただきます。

「株主アンケート」概要

アンケート方法
「中間株主通信」にアン
ケートはがきを同封し
て実施

アンケート対象者 平成27年９月30日時点
株主名簿記載の株主様

アンケート対象人数 32,209名
アンケートご回答数 5,433名
アンケートご回答率 16.9％

■ 男性 73.4%
■ 女性 25.1%
■ 無回答 1.5%

ご回答いただきました株主様の性別

■ 20代以下 0.9%
■ 30代 4.2%
■ 40代 6.9%
■ 50代 11.1%
■ 60代 33.1%
■ 70代 32.3%
■ 80代以上 9.9%
■ 無回答 1.6%

ご回答いただきました株主様の年代

当社株式を購入された際、重視されたポイントをお選びください。
（複数回答）（上位5位）

事業の将来性 24.4%

16.4%

14.7%

9.3%

8.9%

事業内容

成長率

株価、チャートの動き

業績

Q

長期保有 38.5%

29.1%

28.5%

3.9%

状況を見て買い増し

状況を見て売却

その他

今後の当社株式に関して、あなたのお考えにちかいものをお選びください。Q

安定配当 37.1%

34.0%

11.7%

11.5%

3.8%

企業価値の向上

株主優待

自社株買い

株式分割

1.9%その他

今後、株主還元として、当社に最も期待することは何ですか？（複数回答）Q
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株 主 名 持株数 持株比率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 9,092千株 7.51%

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,739千株 3.91%

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 2,833千株 2.34%

MSCO CUSTOMER SECURITIES 1,627千株 1.34%

DEUTSCHE BANK AG LONDON ｰ PB NON-TREATY CLIENTS 613 1,388千株 1.14%

BNY FOR GCM CLIENT ACCOUNTS (E) BD 1,041千株 0.86%

NOMURA PB NOMINEES LIMITED OMNIBUS-MARGIN (CASHPB) 1,016千株 0.83%

CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW 933千株 0.77%

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 927千株 0.76%

JP MORGAN CHASE BANK 385151 846千株 0.69%

株式の状況
発行可能株式総数 138,809,400 株

発行済株式の総数 122,513,391 株

株 主 数 29,316 名

所有者別状況

122,513千株

自己名義株式
1,454千株

（1.2%）

外国法人等
15,531千株

（12.7%）

その他の法人
3,386千株

（2.7%）

個人・その他
76,569千株

（62.5%）

金融商品取引業者
4,384千株

（3.6%）

金融機関
21,189千株

（17.3%）

大株主

企業情報（平成28年3月31日現在）

会社概要
商 号 OSJBホールディングス株式会社

創  　  業 平成26年（2014年）4月1日

資 本 金 10億円

従 業 員 数 （連結）816名

事 業 内 容 グループ企業の経営計画ならびに管理

所  在  地 東京都江東区豊洲五丁目6番52号

Ｕ  Ｒ  Ｌ http://www.osjb.co.jp/

上場証券取引所 東証 市場第一部

主 要 取 引 銀 行 株式会社三菱東京UFJ銀行

取締役および監査役（平成28年6月29日現在）

代表取締役社長 井 岡  隆 雄

取 締 役 髙 井  　 繁

取 締 役 坂 下  清 信

取 締 役 橋 本  幸 彦

社 外 取 締 役 土 橋  昭 夫

社 外 取 締 役 住 江  　 清

社 外 取 締 役 大 即  信 明

常 勤 監 査 役 久 米  清 忠

社 外 監 査 役 平 井  利 明

社 外 監 査 役 桃 崎  有 治

社 外 監 査 役 小 林  弘 幸

（注）持株比率は、発行済株式総数から自己株式を控除した株式数を分母に用いて算出し
ております。
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
この冊子は環境保全のため、植物油インキとFSC®認証紙を使用しています。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

基 　 準 　 日 定時株主総会　3月31日
その他必要があるときは、取締役会で決議し、
あらかじめ公告する一定の日
期末配当金　3月31日　中間配当金　9月30日

公 告 方 法 当会社の公告方法は、電子公告とする。
ただし、事故その他のやむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない場
合の公告は、日本経済新聞に掲載して行う。

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

（ 同 連 絡 先 ） 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

 0120−232−711

株主メモ

　当社では証券市場で株式を売買できる取引単位（単元
株式）を100株とさせていただいており、単元未満株式

（1～99株の株式）については、証券市場においては売買
することができません。
　そのため、ご所有の単元未満株式を当社が買い取らせ
ていただく制度（単元未満株式の買取請求）がございます。
　単元未満株式の買取請求に関するお手続の詳細につい
ては、お取引先の証券会社等（口座管理機関）にお問い合
わせのうえ、お手続ください。また、特別口座に記録され
ている単元未満株式の買取請求をされる場合は、特別
口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社に
お問い合わせのうえ、お手続ください。

単元未満株式の買取制度について

　単元未満株式の買取制度を利用
単元未満株式を当社に対して市場価格で売却する制度です。

50株をお持ちの
株主様

具体例

買取制度をご利用 当社に50株売却

50 株

50 株

現金化 ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥

証券コード：5912

神代橋（福岡県）

第2期 株主通信
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

人と技術を活かし、
社会基盤整備に貢献します。

IRカレンダー 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

決算発表

株主総会

配当金
有価証券報告書
四半期報告書
株主向け報告書

■ 期末決算発表

■ 招集通知発送

■ 有価証券報告書発行

■ 定時株主総会開催

■ 株主通信発送 ■ 中間株主通信発送

■ 第1四半期決算発表

■ 第1四半期報告書発行 ■ 第2四半期報告書発行 ■ 第3四半期報告書発行

■ 中間配当株主確定 期末配当株主確定 ■

■ 第2四半期決算発表 ■ 第3四半期決算発表
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